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1 はじめに 

我々は既にカオリン粘土の泥水とセメント系固化材のみからなる

高含水比の試料についてその力学特性を調べてきた 1)．ここではさ

らにカオリン粘土の泥水，豊浦標準砂，セメント系固化材からなる

流動化処理土の試料を作成し，泥水と砂の混合割合を変化させた場

合の物理特性，強度及び変形特性を調べることを目的としている． 

2 試験方法 

試験に用いた材料は塑性指数 Ip=23のカオリン粘土と水，豊浦標

準砂，一般軟弱地盤改良用セメント系固化材であり，流動化処理工

法 2)を用いて泥水密度をρf=1.20t/m3，セメント添加量を泥水重量

1m3あたり C=100kg/m3と一定にし，p 値を変化させた 8 配合の試

料を作成した．ここで p 値は文献 2)にならい，p 値=(泥水重量)/(砂

の室乾重量)と定義する． 

流動性を調べるフロー試験では，一般的に使用されている日本

道路公団規格による方法を準用し，材料分離率を調べるブリ－ジ

ング試験では，土木学会規準による方法に従って行った． 

供試体は高さ 100mm，直径 50mm の円柱状で，試験は一軸試験を 7 日おきに材齢 28 日目まで強度の安定

性を調べるために行った．材齢が 28 日で強度が安定したことを確認したあと，図-1 に示す三軸試験機を用い

て背圧294kPa，有効拘束圧98kPa で等方圧密終了後バルブを閉じて非排水条件の下，微小な繰り返し載荷を

行うことによりせん断剛性 G0 を算出した．その後，非排水条件のまま静的圧縮試験（歪み速度 0.05%/min，

歪み制御）を行うことにより，静的せん断強度 su，割線変形係数 E50及びせん断剛性 G0を測定した． 

3 試験結果 

図-2は p 値とフロー値の関係を示した図である．ここで，横軸の∞は砂を入れない配合を意味する．フロー

値は p=1.0 までは高くなるが，p=1.0～p=5.0では低下し，p=5.0～p=10.0では上昇，その後∞に収束する非常

に特異な曲線をとった．この原因として p 値と流動化処理土の組成との関係が複雑であることが挙げられる．

p 値が大きくなるにつれて砂の含有率が減り，泥水

が多くなる．さらに泥水重量の増加に伴い，泥水1m3

当りのセメント添加量をC=100kg/m3と一定にして

いるためにセメント量も多くなる． 

 図-3はp値とブリ－ジング率の関係を示しているが，

図-2と同じような傾向となった．このことから，流動

性が増せば，材料分離性も高くなることがわかる． 

図-4は材齢と一軸強度の関係を示した．配合の違

いにより強度に差はあるが，全体的にみて材齢が28

日目には供試体ごとのバラツキはあるが強度がほぼ

安定していることが確認できる． 
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図-2   p値とフロー値の関係 
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図-5 は p 値と一軸試験及び有効拘束圧 98kPa を加え

た三軸試験の強度の関係を示した．一軸強度と三軸強度

の大小関係には一方的傾向は見られないが，p 値に対す

る変化傾向は両者で非常に類似している．また，図-2，

図-3 のフロー値，ブリージング率～p 値のカーブと何ら

かの相関があることを示唆しているように思われる． 

図-6 は p値と三軸試験による割線変形係数 E50の関係

を示した図である．この図は三軸静的強度とほぼ同一の

傾向を示している． 

図-7にはp値と微小歪みせん断剛性G0の関係を示した．

三軸強度と同じ様に p 値の変化により G0も変動する． 

以上よりp 値に対し強度及び変形特性が大変複雑な変

化傾向を示すことが分かった．そのメカニズムを明らか

にし，流動化処理土の設計に反映することが今後の課題

と思われる． 

4  まとめ 

カオリン粘土，豊浦標準砂，セメント系固化材から作成

した流動化処理土の物理特性，強度及び変形特性を調べ

た結果以下のことが明らかになった． 

・ 流動化処理土の強度・変形特性は泥水と砂の混合割

合(p 値)に対して複雑な増減傾向を示す． 

・ p 値に対するフロー値，ブリ－ジング率の増減傾向

は強度の増減傾向と密接な関係があり，配合設計に

おいて重要となる． 

・ 流動化処理土の配合計算において p 値以外に強度・

変形特性とより直結するパラメーターを探る必要が

ある． 

〈謝辞〉流動化処理工法研究機構の久野先生，住友大阪

セメント株式会社の吉原氏，安井氏には研究上のアドバイ
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図-3 p 値とブリージング率の関係 0
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図-4 材齢と一軸強度の関係 
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図-5 p 値と一軸及び三軸の静的強度の関係 
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図-6 p 値と割線変形係数の関係 
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図-7 p 値と微小歪みせん断剛性の関係 
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